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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡挿入部の撮像素子に対する駆動信号を伝送するための信号線と、内視鏡挿入部と
の流体の流通を行い得る流体系管路と、を有し、使用に際しては所定方向を重力方向に一
致するようになされた流体供給装置、に設けられた流体供給装置用コネクタであって、
　前記内視鏡挿入部の撮像素子からの信号線を、上記信号線と接続するための電気接続部
と、
　前記内視鏡挿入部の流体系管路を、上記流体系管路と接続するための流体系接続部と、
　前記電気接続部と前記流体系接続部とが配設されるものであり、該配設される表面に立
てた法線が水平方向よりも重力方向の上側または下側を向くような斜め方向となるように
構成された基台と、
　を具備し、
　水平方向に対して斜め方向となる前記流体系接続部は、開口が、水平方向に対して斜め
方向となる前記電気接続部の電気接点よりも重力方向下側となるように、前記基台に設け
られたものであることを特徴とする流体供給装置用コネクタ。
【請求項２】
　前記流体系接続部は、流体としての気体と、流体としての液体と、の少なくとも一方を
、内視鏡挿入部へ送るためのものであることを特徴とする請求項１に記載の流体供給装置
用コネクタ。
【請求項３】
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　前記流体系接続部は、流体としての気体と、流体としての液体と、の少なくとも一方を
、内視鏡挿入部から吸引するためのものであることを特徴とする請求項１に記載の流体供
給装置用コネクタ。
【請求項４】
　前記電気接続部は、内視鏡挿入部に設けられた照明用光源に供給する電力線をさらに接
続するものであることを特徴とする請求項１に記載の流体供給装置用コネクタ。
【請求項５】
　内視鏡挿入部の撮像素子に対する駆動信号を伝送するための信号線と、
　内視鏡挿入部との流体の流通を行い得る流体系管路と、
　請求項１に記載の流体供給装置用コネクタと、
　を具備し、
　使用に際しては所定方向を重力方向に一致するようになされたものであることを特徴と
する流体供給装置。
【請求項６】
　重力方向に一致する上記所定方向を規定するための設置方向規定手段をさらに具備した
ことを特徴とする請求項５に記載の流体供給装置。
【請求項７】
　前記設置方向規定手段は、流体供給装置を設置するための設置手段であることを特徴と
する請求項６に記載の流体供給装置。
【請求項８】
　前記設置方向規定手段は、流体供給装置を設置する方向を表示する表示手段であること
を特徴とする請求項６に記載の流体供給装置。
【請求項９】
　前記流体供給装置用コネクタは、当該流体供給装置に一体に設けられたものであること
を特徴とする請求項５に記載の流体供給装置。
【請求項１０】
　前記流体供給装置用コネクタは、当該流体供給装置に着脱自在なアダプタとして構成さ
れたものであることを特徴とする請求項５に記載の流体供給装置。
【請求項１１】
　内視鏡挿入部の撮像素子に対する駆動信号を伝送するための信号伝送手段と、内視鏡挿
入部との流体の流通を行い得る流体流通手段と、を有し、使用に際しては所定方向を重力
方向に一致するようになされた流体供給装置、に設けられた流体供給装置用コネクタであ
って、
　前記内視鏡挿入部の撮像素子からの信号伝送手段を、上記信号伝送手段と接続するため
の電気接続手段と、
　前記内視鏡挿入部の流体流通手段を、上記流体流通手段と接続するための流体系接続手
段と、
　前記電気接続手段と前記流体系接続手段とを内蔵するものであり、該電気接続手段およ
び該流体系接続手段を配設するための表面を有し、該表面に立てた法線が水平方向よりも
重力方向の上側または下側を向くような斜め方向となるように構成されたコネクタ手段と
、
　を具備し、
　水平方向に対して斜め方向となる前記流体系接続手段は、開口が、水平方向に対して斜
め方向となる前記電気接続手段の電気接点よりも重力方向下側となるように、前記コネク
タ手段に設けられたものであることを特徴とする流体供給装置用コネクタ。
【請求項１２】
　内視鏡挿入部の撮像素子に対する駆動信号を伝送するための信号伝送手段と、
　内視鏡挿入部との流体の流通を行い得る流体流通手段と、
　請求項１１に記載の流体供給装置用コネクタと、
　を具備し、
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　使用に際しては所定方向を重力方向に一致するようになされたものであることを特徴と
する流体供給装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡挿入部との流体の流通を行い得るようになされた流体供給装置用コネ
クタ、流体供給装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、医療や工業などの各種分野において、管腔内等の直接目視することができな
い部位を観察するために広く用いられるようになっており、一般に、被検体内へ挿入する
ための細長の挿入部を備えて構成されている。この挿入部の先端部には、被検部位を照明
するための照明手段や、この照明手段により照明された被検部位の像を結像するための対
物光学系などが設けられている。そして、対物光学系の結像位置に、光学内視鏡であれば
イメージガイドの先端面が、電子内視鏡であればＣＣＤ等の撮像素子が、それぞれ配置さ
れている。
【０００３】
　上述したような各種分野の内の、特に医療用の内視鏡は、体腔内へ挿入して用いられる
もであり、体液等が対物光学系に付着する場合があるために、該対物光学系へ送気や送水
を行って洗浄するための送気・送水管路が設けられている。さらに、医療用の内視鏡の中
には、必要に応じて各種の処置具を挿通することができる処置具チャンネルを備えている
ものがあり、この処置具チャンネルは、処置具を用いて切除した組織片等を吸引するため
の吸引チャンネルとして兼用されることがある。
【０００４】
　このように内視鏡は、照明用の信号線や撮像素子の信号線、あるいは送気・送水管路や
、吸引管路等が、挿入部内に配設されるようになっている。
【０００５】
　ところで、近年、挿入部側を操作部側に着脱自在とし、例えば、挿入部側をディスポー
ザブルなものとして、使用後の洗滌の手間を省くとともに、より安全性を高めた内視鏡が
提案されている。このような内視鏡には種々のタイプのものがあるが、一例を挙げれば、
経肛門により大腸内へ挿入を行うようになされた内視鏡において、挿入部の外周側に、螺
旋形状部を備えた軸周りに回動可能な回転筒体を設けて、該回転筒体を回転させることに
より、体腔内への挿入を自動的に行うことができるようにし、該挿入部側をディスポーザ
ブルなタイプにした回転自走式内視鏡がある。
【０００６】
　こうした回転自走式内視鏡の挿入部は、外周側の回転筒体を回転駆動部を備えたモータ
ボックス等に接続し、内周側の管路や信号線などを、別途、操作部を備えた流体供給装置
側へ接続する必要がある。
【０００７】
　このとき、複数の接続部分が離れた箇所に分散していると接続作業が煩雑になることか
ら、信号線の接続部と、送気・送水管路あるいは吸引管路と、を近接して配設することが
考えられる。しかし、このときに何らの工夫を施さないと、送気・送水管路あるいは吸引
管路から漏れ出た液体等が信号線の接続部を濡らしてしまう可能性があるために、対策が
必要となっていた。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、信号線の接続部に対する防滴を行うこ
とができる流体供給装置用コネクタ、流体供給装置を提供することを目的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　上記の目的を達成するために、第１の発明による流体供給装置用コネクタは、内視鏡挿
入部の撮像素子に対する駆動信号を伝送するための信号線と内視鏡挿入部との流体の流通
を行い得る流体系管路とを有し使用に際しては所定方向を重力方向に一致するようになさ
れた流体供給装置に設けられた流体供給装置用コネクタであって、前記内視鏡挿入部の撮
像素子からの信号線を上記信号線と接続するための電気接続部と、前記内視鏡挿入部の流
体系管路を上記流体系管路と接続するための流体系接続部と、前記電気接続部と前記流体
系接続部とが配設されるものであり、該配設される表面に立てた法線が水平方向よりも重
力方向の上側または下側を向くような斜め方向となるように構成された基台と、を具備し
、水平方向に対して斜め方向となる前記流体系接続部は、開口が、水平方向に対して斜め
方向となる前記電気接続部の電気接点よりも重力方向下側となるように、前記基台に設け
られたものである。
【００１０】
　また、第２の発明による流体供給装置用コネクタは、上記第１の発明による流体供給装
置用コネクタにおいて、前記流体系接続部が、流体としての気体と、流体としての液体と
、の少なくとも一方を、内視鏡挿入部へ送るためのものである。
【００１１】
　さらに、第３の発明による流体供給装置用コネクタは、上記第１の発明による流体供給
装置用コネクタにおいて、前記流体系接続部が、流体としての気体と、流体としての液体
と、の少なくとも一方を、内視鏡挿入部から吸引するためのものである。
【００１２】
　第４の発明による流体供給装置用コネクタは、上記第１の発明による流体供給装置用コ
ネクタにおいて、前記電気接続部が、内視鏡挿入部に設けられた照明用光源に供給する電
力線をさらに接続するものである。
【００１３】
　第５の発明による流体供給装置は、内視鏡挿入部の撮像素子に対する駆動信号を伝送す
るための信号線と、内視鏡挿入部との流体の流通を行い得る流体系管路と、上記第１の発
明による流体供給装置用コネクタと、を具備し、使用に際しては所定方向を重力方向に一
致するようになされたものである。
【００１４】
　第６の発明による流体供給装置は、上記第５の発明による流体供給装置において、重力
方向に一致する上記所定方向を規定するための設置方向規定手段をさらに具備したもので
ある。
【００１５】
　第７の発明による流体供給装置は、上記第６の発明による流体供給装置において、前記
設置方向規定手段が、流体供給装置を設置するための設置手段である。
【００１６】
　第８の発明による流体供給装置は、上記第６の発明による流体供給装置において、前記
設置方向規定手段が、流体供給装置を設置する方向を表示する表示手段である。
【００１７】
　第９の発明による流体供給装置は、上記第５の発明による流体供給装置において、前記
流体供給装置用コネクタが、当該流体供給装置に一体に設けられたものである。
【００１８】
　第１０の発明による流体供給装置は、上記第５の発明による流体供給装置において、前
記流体供給装置用コネクタが、当該流体供給装置に着脱自在なアダプタとして構成された
ものである。
【００１９】
　第１１の発明による流体供給装置用コネクタは、内視鏡挿入部の撮像素子に対する駆動
信号を伝送するための信号伝送手段と内視鏡挿入部との流体の流通を行い得る流体流通手
段とを有し使用に際しては所定方向を重力方向に一致するようになされた流体供給装置に
設けられた流体供給装置用コネクタであって、前記内視鏡挿入部の撮像素子からの信号伝
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送手段を上記信号伝送手段と接続するための電気接続手段と、前記内視鏡挿入部の流体流
通手段を上記流体流通手段と接続するための流体系接続手段と、前記電気接続手段と前記
流体系接続手段とを内蔵するものであり、該電気接続手段および該流体系接続手段を配設
するための表面を有し、該表面に立てた法線が水平方向よりも重力方向の上側または下側
を向くような斜め方向となるように構成されたコネクタ手段と、を具備し、水平方向に対
して斜め方向となる前記流体系接続手段は、開口が、水平方向に対して斜め方向となる前
記電気接続手段の電気接点よりも重力方向下側となるように、前記コネクタ手段に設けら
れたものである。
【００２０】
　第１２の発明による流体供給装置は、内視鏡挿入部の撮像素子に対する駆動信号を伝送
するための信号伝送手段と、内視鏡挿入部との流体の流通を行い得る流体流通手段と、上
記第１１の発明による流体供給装置用コネクタと、を具備し、使用に際しては所定方向を
重力方向に一致するようになされたものである。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態１における回転自走式内視鏡装置の構成を示す図。
【図２】上記実施形態１において、先端部および挿入部先端側の構成を示す挿入軸方向に
沿った断面図。
【図３】上記実施形態１におけるコネクタの構成を示す正面図。
【図４】上記実施形態１におけるコネクタの構成を示す側面図。
【図５】上記実施形態１において、斜め下を向くように配設したコネクタの構成を示す側
面図。
【図６】上記実施形態１において、斜め上を向くように配設したコネクタの構成を示す側
面図。
【図７】上記実施形態１において、異なる構成の操作・回転駆動部にコネクタを配設した
例を示す斜視図。
【図８】本発明の実施形態２において、操作・回転駆動部に配設したコネクタと、挿入部
に配設したコネクタと、を示す斜視図。
【図９】上記実施形態２において、操作・回転駆動部に設けられたコネクタの構成を示す
斜視図。
【図１０】上記実施形態２において、挿入部に設けられたコネクタの構成を示す斜視図。
【図１１】上記実施形態２における送気送水接続部同士または吸引接続部同士の接続構造
を示す断面図。
【図１２】上記実施形態２において、操作・回転駆動部側のコネクタと挿入部側のコネク
タとを連結する構成を示す断面図。
【図１３】上記実施形態２において、操作・回転駆動部に上下方向を示す標識を設けた例
を示す図。
【図１４】上記実施形態２において、電源状態表示を上下方向を示す表示として兼用する
例を示す図。
【図１５】上記実施形態２において、載置用の底面以外を曲面として形成した操作・回転
駆動部の例を示す図。
【図１６】上記実施形態２において、操作・回転駆動部に取っ手および脚部を設けた例を
示す図。
【図１７】上記実施形態２において、操作・回転駆動部のコネクタが設けられている側を
示す図。
【図１８】上記実施形態２において、操作・回転駆動部のコネクタが設けられている側と
反対側にフックを設けた例を示す図。
【図１９】上記実施形態２において、操作・回転駆動部のコネクタが設けられている側と
反対側にフック穴を設けた例を示す図。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２３】
［実施形態１］
　図１から図７は本発明の実施形態１を示したものであり、図１は回転自走式内視鏡装置
の構成を示す図である。
【００２４】
　この回転自走式内視鏡装置（以下、適宜「内視鏡装置」と省略する）１は、体腔内に挿
入される細長の挿入部２と、この挿入部２の基端側に設けられた回転駆動部３および操作
部４と、この操作部４から延出されるユニバーサルコード５と、このユニバーサルコード
５の先端側に設けられたユニバーサルコネクタ６と、このユニバーサルコネクタ６から延
出される制御用ケーブル７と、この制御用ケーブル７が例えば着脱自在に接続される制御
装置８と、この制御装置８に着脱自在に接続されるフットスイッチ９と、を備えている。
【００２５】
　挿入部２は、先端部１１と、この先端部１１の基端側に連設される回転筒体１２と、こ
の回転筒体１２の基端側に設けられた接続部１３と、を含んでいる。
【００２６】
　この先端部１１を含む挿入部２の構成について、図２を参照して、より詳細に説明する
。ここに、図２は、先端部１１および挿入部２先端側の構成を示す挿入軸方向に沿った断
面図である。
【００２７】
　先端部１１の先端面には、対物光学系２１が配設されており、この対物光学系２１の結
像面に例えばＣＣＤやＣＭＯＳ等で構成される撮像素子２２が配設されている。さらに、
先端部１１の先端面には、対物光学系２１および撮像素子２２による撮影の対象となる被
検体を照明するための照明用光源たるＬＥＤ２３が設けられている。撮像素子２２から延
出される信号伝送手段たる信号線２２ａと、ＬＥＤ２３から延出される電力線であり信号
伝送手段たる信号線２３ａとは、途中で一本にまとめられて、信号ケーブル２６として基
端側へ延長されている。
【００２８】
　また、先端部１１の先端面には、対物光学系２１を洗浄するための送水を行ったり、該
対物光学系２１に付着した水滴等を払拭する送気を行ったりするための送気送水ノズル２
４ａが配設されている。この送気送水ノズル２４ａは、流体系管路であり流体流通手段た
る送気送水チューブ２４に接続されていて、該送気送水チューブ２４は基端側へ延長され
ている。
【００２９】
　さらに、先端部１１の先端面には、例えば吸引等に用いられる流体系管路であり流体流
通手段たるチャンネル２５の開口２５ａが露呈しており、このチャンネル２５は、基端側
へ延長されている。
【００３０】
　また先端部１１の基端側には、回転筒体１２の先端側を突き当てるための突当部１１ａ
が設けられている。
【００３１】
　回転筒体１２は、外周面に螺旋状凸部（あるいは、螺旋状凹部、さらにあるいは、螺旋
に沿って連設されるように突設される凸部、など）が形成された部材であり、挿入方向の
軸周りに回動可能となるように構成されている。そして、この回転筒体１２が回転すると
、外周面の螺旋状凸部が被検体の体腔内壁と当接して推力が発生し、該回転筒体１２自体
が挿入方向へ進行しようとする。このとき、回転筒体１２の先端面が、前記突当部１１ａ
に当接して先端部１１を押圧し、先端部１１を含めた挿入部２が挿入されるようになって
いる。
【００３２】
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　また、回転筒体１２の内周面側にはチューブ２７が配設されている。このチューブ２７
は、上述したような送気送水チューブ２４、チャンネル２５、および信号ケーブル２６が
内部に挿通されるものであって、これらを保護する機能を有するとともに、その外周面側
において回転筒体１２の回転を妨げることがないように構成されている。
【００３３】
　再び図１の説明に戻って、接続部１３は、回転駆動部３に設けられた回転筒体接続部１
４に接続されるようになっていて、この接続により、回転駆動部３内に設けられている図
示しないモータの駆動力が回転筒体１２に伝達されて、該回転筒体１２の回転が行われる
ようになっている。また、回転駆動部３の下面には、該回転駆動部３を載置する際に用い
る設置方向規定手段であり設置手段たる脚部１５が複数設けられていて、この回転駆動部
３は、該脚部１５が設けられた下面を重力方向下側にして載置するようになっている。従
って、脚部１５は、重力方向下側を示す指標としても機能するものとなっている。
【００３４】
　さらに、挿入部２内に挿通されている送気送水チューブ２４、チャンネル２５、および
信号ケーブル２６は、回転駆動部３内を挿通された後に、再びこの回転駆動部３から外部
に延出される。
【００３５】
　送気送水チューブ２４の端部には送気送水接続部２４ｂが、チャンネル２５の端部には
吸引接続部２５ｂが、信号ケーブル２６の端部には信号接続部２６ｂが、それぞれ設けら
れていて、これらは、操作部４の側面に設けられたコネクタ手段であり流体供給装置用コ
ネクタたるコネクタ３１に対して接続されるようになっている。このコネクタ３１の構成
については、後で詳しく説明する。
【００３６】
　操作部４には、手で把持するための把持部４ａが設けられており、さらに、送気送水チ
ューブ２４を介しての送気や送水を操作するための送気送水ボタン４ｂや、チャンネル２
５を介しての吸引を操作するための吸引ボタン４ｃなどの、各種の操作ボタンが設けられ
ている。
【００３７】
　操作部４から延出されるユニバーサルケーブル５内には、送気送水チューブ２４に接続
される流体系管路であり流体流通手段たる送気送水管路や、チャンネル２５に接続される
流体系管路であり流体流通手段たる吸引管路、あるいは信号ケーブル２６に接続される信
号伝送手段たる信号線などが配設されている。
【００３８】
　ユニバーサルケーブル５の先端側に設けられたユニバーサルコネクタ６は、送気装置へ
の接続部や、送水タンクへの接続部、吸引ポンプへの接続部、撮像素子２２からの画像信
号を処理するためのビデオプロセッサへの接続部などを備えている。
【００３９】
　このユニバーサルコネクタ６から延出される制御用ケーブル７内には、回転駆動部３へ
の信号線と、先端部１１内に配設されているＬＥＤ２３への信号線と、が配設されている
。
【００４０】
　制御用ケーブル７が接続される制御装置８は、回転駆動部３内に配設されているモータ
を制御したり、あるいはＬＥＤ２３の発光状態を制御したりするためのものであり、電源
スイッチや各種のボリュームダイアル等が設けられたものとなっている。
【００４１】
　フットスイッチ９は、回転駆動部３のモータを制御するためのものである。ただし、こ
のフットスイッチ９を、ＬＥＤ２３の発光状態を制御するのに用い得るようにしても構わ
ない。
【００４２】
　なお、上述したような構成において、挿入部２以外の部分、つまり、回転駆動部３、操
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作部４、ユニバーサルケーブル５、ユニバーサルコネクタ６、制御用ケーブル７、制御装
置８、およびフットスイッチ９は、流体供給装置を構成するものである。さらに、流体供
給装置としては、送気装置、送水タンク、吸引ポンプなどを含んでも良いし、加えてビデ
オプロセッサを含んでも構わない。従って、この内視鏡装置１は、流体供給装置の少なく
とも一部と、挿入部２と、を含んで構成されている。また、内視鏡システムは、内視鏡装
置１と、送気装置と、送水タンクと、吸引ポンプと、を含むものであるとする。
【００４３】
　次に、図３はコネクタ３１の構成を示す正面図、図４はコネクタ３１の構成を示す側面
図である。
【００４４】
　コネクタ３１は、送気送水チューブ２４、チャンネル２５、および信号ケーブル２６を
接続するための構成を、１つの流体供給装置用コネクタとしてまとめたものとなっている
。
【００４５】
　すなわち、コネクタ３１は、基台３２上に、流体系接続部であり流体系接続手段たる送
気送水接続部３４と、流体系接続部であり流体系接続手段たる吸引接続部３５と、複数の
電気接点を有する電気接続手段たる電気接続部３６と、を設けたものとなっている。ここ
に、基台３２は、具体的な一例としては、例えば３５ｍｍ程度の直径を有する略短円柱状
の台座となっている。
【００４６】
　コネクタ３１は、上述したように、操作部４の側面に設けられているために、基台３２
は、その表面に立てた垂線が、重力方向に略直交する方向となっている。そして、このよ
うな基台３２において、電気接続部３６が重力方向上側に、送気送水接続部３４および吸
引接続部３５が該電気接続部３６に比して重力方向下側に、それぞれ位置するように、各
配設されている。
【００４７】
　また、電気接続部３６と、送気送水接続部３４および吸引接続部３５と、の間には、基
台３２の表面から突出するように、例えば矩形板状でなる突出部（突出手段）である仕切
３３が設けられている。この仕切３３の基台３２の表面からの突出長さは、送気送水接続
部３４および吸引接続部３５の基台３２の表面からの突出長さよりも長く、かつ、電気接
続部３６の基台３２の表面からの突出長さよりも長くなるように構成されている。そして
、この仕切３３の図３における左右方向の幅は、電気接続部３６の左右方向の幅よりも長
く、かつ、送気送水接続部３４の左端から吸引接続部３５の右端までの長さよりも長くな
るように構成されている。
【００４８】
　送気送水接続部３４および吸引接続部３５は、電気接続部３６よりも５ｍｍ以上（好ま
しくは１０ｍｍ程度）基台３２の表面からの突出長さが短くなるように構成されている。
【００４９】
　また、送気送水接続部３４は、送気送水チューブ２４の送気送水接続部２４ｂが例えば
３ｍｍ程度嵌合するために、基台３２の表面からの突出長さがこの嵌合長さ以上（つまり
、例えば３ｍｍ以上）確保されたものとなっている。
【００５０】
　同様に、吸引接続部３５も、チャンネル２５の吸引接続部２５ｂが例えば３ｍｍ程度嵌
合するために、基台３２の表面からの突出長さがこの嵌合長さ以上（つまり、例えば３ｍ
ｍ以上）確保されたものとなっている。
【００５１】
　上述した送気送水接続部３４と吸引接続部３５とは、図３の左右方向において、例えば
２ｍｍ以上の間隔を隔てて配設されており、送気送水接続部３４に接続される送気送水チ
ューブ２４と吸引接続部３５に接続されるチャンネル２５とが互いに干渉し合うことのな
いように構成されている。
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【００５２】
　なお、図４に示した例では、表面に立てた法線がほぼ水平方向を向くような基台３２に
おいて、重力方向上側に電気接続部３６を配設し、重力方向下側に送気送水接続部３４お
よび吸引接続部３５を配設していた。
【００５３】
　これに対して、図５は、基台３２が斜め下を向くように、つまり、基台３２の表面に立
てた法線が水平方向よりも重力方向やや下側を向くような斜め下方向となるように、構成
した場合の例を示している。ここに図５は、斜め下を向くように配設したコネクタの構成
を示す側面図である。このような場合においても、水平線を図５において点線で示すよう
に、電気接続部３６における電気接点部分が、送気送水接続部３４の開口および吸引接続
部３５の開口よりも重力方向上側にあれば、該電気接続部３６の防滴に寄与することが可
能である。
【００５４】
　一方、図６は、斜め上を向くように配設したコネクタの構成を示す側面図である。この
図６は、基台３２がやや上方向を向くように、つまり、基台３２の表面に立てた法線が水
平方向よりも重力方向やや上側を向くような斜め上方向となるように、構成した場合の例
を示している。このような場合においても、水平線を図６において点線で示すように、電
気接続部３６における電気接点部分が、送気送水接続部３４の開口および吸引接続部３５
の開口よりも重力方向上側にあれば、該電気接続部３６の防滴に寄与することが可能であ
る。
【００５５】
　図７は、異なる構成の操作・回転駆動部３Ａにコネクタ３１を配設した例を示す斜視図
である。ここに、操作・回転駆動部３Ａは、上述した回転駆動部３と操作部４とを兼用し
た機能を有するものとなっている。このような構成の操作・回転駆動部３Ａにおいても、
コネクタ３１を同様に配設して、上述と同様の機能を果たすことが可能である。
【００５６】
　なお、上述では、仕切３３を用いて電気接続部３６の防滴を行っているが、これに限る
ものではなく、仕切３３に代えて、あるいは仕切３３に加えて、図示しない水密構造によ
り電気接続部３６と信号ケーブル２６の信号接続部２６ｂとの接続を行うようにしても構
わない。
【００５７】
　また、操作部４や操作・回転駆動部３Ａ側を洗滌する際において、挿入部２と接続され
ていないときには、電気接続部３６に図示しない防水キャップ等を取り付けるようになっ
ている。これにより、洗滌時においても電気接続部３６を防水して、水滴から保護するこ
とが可能となっている。
【００５８】
　そして、上述ではコネクタ３１を操作部４または操作・回転駆動部３Ａに対して一体に
設けた例を説明したが、これに限らず、コネクタ３１をアダプタとして構成して、操作部
４または操作・回転駆動部３Ａに対して着脱自在となるようにしても構わない。この場合
には、アダプタとしてのコネクタ３１に、電気接続部３６や送気送水接続部３４、吸引接
続部３５が設けられることになる。
【００５９】
　さらに、上述では、基台３２を操作部４の表面から凸状に突設したものとしているが、
これに限らず、操作部４の表面に対して凹状に設けられたものであっても構わない（こう
した凹状のものも、「基台」の概念に含めるものとする）。
【００６０】
　このような実施形態１によれば、操作部４側または操作・回転駆動部３Ａ側における複
数の接続部を１つの流体供給装置用コネクタとしてまとめて配設したために、各接続部を
同時に視認することができ、接続し忘れを防止することができる。
【００６１】
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　また、電気接続部よりも、送気送水接続部の開口および吸引接続部の開口が重力方向下
側となるようにしたために、これら送気送水接続部や吸引接続部などの流体系経路から漏
水したとしても、電気接続部に水滴を届き難くすることができ、電気接続部に水滴による
ショート等が発生するのを防止することができる。
【００６２】
　さらに、電気接続部と、送気送水接続部および吸引接続部と、の間に、これらよりも突
出高さの高い仕切を設けたために、より防滴の効果を高めることが可能となる。
【００６３】
［実施形態２］
　図８から図１９は本発明の実施形態２を示したものであり、図８は操作・回転駆動部に
配設したコネクタと、挿入部に配設したコネクタと、を示す斜視図である。
【００６４】
　この実施形態２において、上述の実施形態１と同様である部分については同一の符号を
付して説明を省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【００６５】
　上述した実施形態１は、操作部４側あるいは操作・回転駆動部３Ａ側における複数の接
続部をまとめて１つの流体供給装置用コネクタとしたものであったが、実施形態は、これ
に加えてさらに、挿入部２側における複数の接続部をまとめて１つの挿入部側用コネクタ
としたものとなっている。
【００６６】
　すなわち、挿入部２内に配設されている送気送水チューブ２４、チャンネル２５、およ
び信号ケーブル２６は、接続部１３から延出される際に１本の接続チューブ４０としてま
とめられていて、この接続チューブ４０の端部にコネクタ手段であり挿入部側用コネクタ
たるコネクタ４１が設けられている。
【００６７】
　一方、操作・回転駆動部３Ｂには、このコネクタ４１に接続するためのコネクタ手段で
あり流体供給装置用コネクタたるコネクタ３１Ｂが設けられている。
【００６８】
　まず、図９は、操作・回転駆動部３Ｂに設けられたコネクタ３１Ｂの構成を示す斜視図
である。
【００６９】
　このコネクタ３１Ｂは、基台３２上に、送気送水接続部３４と、吸引接続部３５と、電
気接続部３６Ｂと、を設けたものとなっている。ここに、基台３２は、具体的な一例とし
ては、例えば４０ｍｍ程度の直径を有する略短円柱状の台座となっている。この基台３２
の周縁には、送気送水接続部３４、吸引接続部３５、および電気接続部３６Ｂを取り囲む
ように、筒状壁部３２ａが形成されている。また、電気接続部３６Ｂは、上述した実施形
態１と異なり、基台３２の表面に対する凹部として構成された電気接続手段である。一方
、送気送水接続部３４および吸引接続部３５は、実施形態１と同様に、基台３２の表面か
ら突出して設けられている。そして、電気接続部３６Ｂが重力方向上側に設けられ、送気
送水接続部３４および吸引接続部３５がこの電気接続部３６Ｂに比して重力方向下側に設
けられているのは上述した実施形態１と同様である。
【００７０】
　また、筒状壁部３２ａに囲まれた基台３２の表面の、電気接続部３６Ｂと、送気送水接
続部３４および吸引接続部３５と、の間には、仕切受凹部３３Ｂが形成されている。この
仕切受凹部３３Ｂは、円形をなす基台３２の表面の一端から他端にまたがる全幅となるよ
うに設けられた凹部であり、挿入部２側のコネクタ４１の後述する仕切４３と嵌合するよ
うに構成されたものである。
【００７１】
　次に、図１０は、挿入部２に設けられたコネクタ４１の構成を示す斜視図である。
【００７２】
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　このコネクタ４１は、基台４２上に、送気送水接続部４４と、吸引接続部４５と、電気
接続部４６と、を設けたものとなっている。ここに、基台４２は、上述したコネクタ３１
Ｂの基台３２の筒状壁部３２ａの内周面に嵌合する直径を有する略短円柱状の台座となっ
ている。また、電気接続部４６は、凹部をなす電気接続部３６Ｂに嵌合する凸形状の接続
部として構成された電気接続手段であり、複数の電気接点を備えたものとなっている。そ
して、送気送水接続部４４は、突出して設けられた送気送水接続部３４が嵌合し得る凹部
４４ａを備えて形成されており、この凹部４４ａの底部には、流水圧による液漏れを防止
するためのＯリング状をなすパッキン４４ｂが設けられている。同様に、吸引接続部４５
は、突出して設けられた吸引接続部３５が嵌合し得る凹部４５ａを備えて形成されており
、この凹部４５ａの底部には、流水圧による液漏れを防止するためのＯリング状をなすパ
ッキン４５ｂが設けられている。
【００７３】
　なお、ここでは、挿入部側の送気送水接続部４４および吸引接続部４５にパッキンを設
けているが、これに代えて、あるいはこれに加えて、操作・回転駆動部３Ｂ側の送気送水
接続部３４および吸引接続部３５にパッキンを設けるようにしても構わない。
【００７４】
　そして、電気接続部４６と、送気送水接続部４４および吸引接続部４５と、の間には、
基台４２の表面から突出するように、例えば矩形板状でなる仕切４３が設けられている。
この仕切４３は、円形をなす基台４２の表面の一端から他端にまたがる全幅となるように
設けられており、上述したコネクタ３１Ｂの仕切受凹部３３Ｂに嵌合するように構成され
ている。このように、仕切４３を基台４２の周面の一端と他端とを結ぶ全幅に形成するこ
とにより、コネクタ４１とコネクタ３１Ｂとを接続したときには、仕切４３が筒状壁部３
２ａの内部を２室に分割することになる。これにより、電気的な接続を行う室と、液体や
気体などの流体に関する接続を行う室と、が分離され、電気接続部３６Ｂおよび電気接続
部４６を水密に保持することが可能となっている。
【００７５】
　図１１は送気送水接続部同士または吸引接続部同士の接続構造を示す断面図、図１２は
操作・回転駆動部側のコネクタと挿入部側のコネクタとを連結する構成を示す断面図であ
る。
【００７６】
　図１２に示すように、コネクタ３１Ｂの外周先端側には、該コネクタ３１Ｂに対して回
動自在に設けられた固定用ナット部３７が設けられていて、この固定用ナット部３７の先
端内周面側には雌ねじ３７ａが螺刻されている。一方、コネクタ４１の外周側には雄ねじ
４１ａが螺刻されている。そして、コネクタ４１の雄ねじ４１ａを固定用ナット部３７の
雌ねじ３７ａに螺合することにより、電気接続部３６Ｂと電気接続部４６との接続、送気
送水接続部３４と送気送水接続部４４との接続、および吸引接続部３５と吸引接続部４５
との接続、が行われるようになっている。このときには、送気送水接続部４４の凹部４４
ａに嵌入された送気送水接続部３４の先端部は、パッキン４４ｂに適度な力を持って押圧
される。同様に、吸引接続部４５の凹部４５ａに嵌入された吸引接続部３５の先端部は、
パッキン４５ｂに適度な力を持って押圧される。これにより、各接続部同士の水密が保た
れるようになっている。
【００７７】
　なお、送気送水接続部３４や吸引接続部３５などの流体系経路が、電気接続部４６と異
なる接続方向位置において接続されており、かつ、仕切４３の当接位置と異なる接続方向
位置において接続されていて、防滴あるいは防水効果をより高めるようになっているのは
、上述した実施形態１と同様である。
【００７８】
　なお、図９および図１０に示す構成においては、操作・回転駆動部３Ｂ側の電気接続部
３６Ｂを凹にし、挿入部２側の電気接続部４６を凸にしているが、凹凸関係はこの逆であ
っても構わない。ただし、送気送水接続部や吸引接続部などの流体系経路の接続位置およ
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び仕切４３の当接位置とは、軸方向の位置が異なることが望ましい。同様に、流体系経路
の接続部の凹凸関係も、図９および図１０に示した構成と逆であっても構わず、このとき
にも電気接続部３６Ｂ，４６の接続位置および仕切４３の当接位置と軸方向位置が異なれ
ば良い。
【００７９】
　続いて、図１３から図１９を参照して、コネクタ３１Ｂが配設されている操作・回転駆
動部３Ｂの重力方向が規定される構成の例について説明する。
【００８０】
　まず、図１３は、操作・回転駆動部３Ｂに上下方向を示す標識を設けた例を示す図であ
る。すなわち、操作・回転駆動部３Ｂに、例えば「天地無用」、あるいは「ＤＯ　ＮＯＴ
ＴＵＲＮ　ＯＶＥＲ」などの設置方向規定手段であり表示手段たる標識５１を設けて、使
用者に上下方向を間違えることのないように、かつ、該文字を読める方向が正しい上下方
向であることを認識させるように、したものとなっている。
【００８１】
　また、図１４は、電源状態表示を上下方向を示す表示として兼用する例を示す図である
。すなわち、内視鏡装置１の電源状態を示す２つのＬＥＤ５２ａを例えば設け、これらの
ＬＥＤ５２ａの各近傍に、動作状態を示す「ＯＮ」あるいは「ＯＦＦ」の文字５２ｂを設
置方向規定手段、表示手段として設けて、この文字５２ｂを読むことにより、正しい上下
方向を認識することができるようにしたものとなっている。
【００８２】
　さらに、図１５は、載置用の底面以外を曲面として形成した操作・回転駆動部の例を示
す図である。すなわち、面上に載置して用いるタイプの操作・回転駆動部３Ｃにおいて、
底面５３ａとなる一面のみを平面として設け、それ以外の表面５３を全て曲面として構成
することにより、一意的に載置面が底面５３ａ（設置方向規定手段、設置手段）となって
、重力方向下側が決定されるようにしたものとなっている。
【００８３】
　図１６は、操作・回転駆動部３Ｂに取っ手および脚部を設けた例を示す図である。すな
わち、操作・回転駆動部３Ｂには、載置面を示す設置方向規定手段であり設置手段たる脚
部１５が設けられるとともに、この脚部１５が設けられた面と反対側に上面を示す設置方
向規定手段たる取っ手５４が設けられている。このような脚部１５や取っ手５４によって
も、操作・回転駆動部３Ｂの重力方向下側を示すことが可能となっている。
【００８４】
　図１７は操作・回転駆動部３Ｂのコネクタ３１Ｂが設けられている側を示す図、図１８
は操作・回転駆動部３Ｂのコネクタ３１Ｂが設けられている側と反対側にフックを設けた
例を示す図である。この操作・回転駆動部３Ｂの、コネクタ３１Ｂが設けられている側と
反対側の面には、略コの字状のフック５５（設置方向規定手段、設置手段）が設けられて
いる。そして、操作・回転駆動部３Ｂは、フック５５を設置用アーム５６に掛けた状態で
使用するようになっている。このようなフック５５によっても、操作・回転駆動部３Ｂの
何れの方向が、重力方向下側と一致するかを示すことができるようになっている。
【００８５】
　図１９は、操作・回転駆動部３Ｂのコネクタ３１Ｂが設けられている側と反対側にフッ
ク穴を設けた例を示す図である。なお、この操作・回転駆動部３Ｂのコネクタ３１Ｂが設
けられている側は、図１７に示したものと同様である。この操作・回転駆動部３Ｂには、
鍵穴状をなすフック穴５７（設置方向規定手段、設置手段）が例えば２つ水平方向に並ん
で設けられている。そして、これらのフック穴５７に、設置用アーム５８から突設した軸
部および先端球部を備えたフック５９を掛けた状態で、操作・回転駆動部３Ｂを使用する
ようになっている。なお、フック５９を操作・回転駆動部３Ｂに設けて、フック穴５７を
設置用アーム５８に設けることも可能であるが、操作・回転駆動部３Ｂの重力方向下側を
示す観点からは、この図１９に示すような構成であることが望ましい。なぜならば、フッ
ク５９の先端球部が嵌入する円形穴部が重力方向下側になり、フック５９の軸部が摺動す
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【００８６】
　なお、上述では、仕切４３および仕切受凹部３３Ｂを用いて防滴あるいは防水を行うよ
うにしているが、これに代えて、あるいはこれに加えて、接続時に電気接続部３６Ｂ，４
６同士が水密構造となるような図示しない構成を採用しても良い。
【００８７】
　また、操作・回転駆動部３Ｂ側を洗滌する際において、挿入部２と接続されていないと
きには、電気接続部３６Ｂに図示しない防水キャップ等を取り付けるようになっている。
これにより、洗滌時においても電気接続部３６Ｂを防水して、水滴から保護することが可
能となっている。そして、挿入部２が繰り返して使用可能なタイプのものである場合に、
該挿入部２を洗滌する際には、電気接続部４６に図示しない防水キャップ等を取り付ける
ようにすることは同様である。
【００８８】
　さらに、図９、図１０においては、仕切４３を基台４２の幅一杯に設けるとともに仕切
受凹部３３Ｂを基台３２の幅一杯に設けて防水効果を奏するように構成しているが、幅一
杯に設けない場合であっても、ある程度の防滴効果を奏することは可能である。
【００８９】
　加えて、上述では操作・回転駆動部３Ｂにコネクタ３１Ｂを設けたが、図１に示したよ
うな構成において送気送水チューブ２４、チャンネル２５、および信号ケーブル２６をま
とめて１本の接続チューブ４０とする場合には、同様のコネクタ３１Ｂを操作部４に設け
るようにすれば良いことはもちろんである。
【００９０】
　このような実施形態２によれば、上述した実施形態１とほぼ同様の効果を奏するととも
に、電気接続部および流体系接続部を含む複数の接続部を、１アクションで接続すること
ができるために、接続時の煩雑さを低減して、接続し忘れをより確実に防止することが可
能となる。
【００９１】
　そして、仕切および仕切受凹部を基台の幅一杯に設けて、嵌合時に、電気接続部側と流
体系接続部とが水密に隔離されるようにしたために、より確実に、防滴および防水効果を
奏することが可能となる。
【００９２】
　加えて、固定用ナット部を用いて操作・回転駆動部（または操作部）側のコネクタと挿
入部側のコネクタとを結合するようにしているために、流体系管路同士をより確実に連結
することが可能となる。このとき、流体系管路同士の接続部分にパッキンを設けているた
めに、該パッキンが圧接されることになり、水密な結合を確実に行うことができる。
【００９３】
　なお、上述した各実施形態は、回転自走式内視鏡装置を例に挙げて、信号ケーブルや流
体系管路を接続するためのコネクタについて説明しているが、その他の一般的な内視鏡で
あっても、同様に適用することが可能である。
【００９４】
　また、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しない
範囲内において種々の変形や応用が可能であることは勿論である。
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